
国立がん研究センター東病院
NEXT医療機器開発センターとの取り組み

～代表的なプロジェクトの紹介～
国立がん研究センター先端医療開発センター 手術機器開発分野

2021年度オープンキャンパス

【事業内容】
情報支援内視鏡外科手術システムの開発

【目的】
内視鏡外科手術の均てん化、治療品質向上
を目指し、手技・目的ごとに判断ポイント、
判断材料、必要な手術操作、器械設定等の
情報を提供し、執刀医を含む医療チームの
意思決定を支援する。

【事業内容】
内視鏡外科手術のデータベース構築に資す
る横断的基盤整備

【目的】
手術動画を含む産業目的に活用可能な関連
データ全国から収集し、医療機関・アカデ
ミア・企業コンソーシアムが求める、価値
あるデータベースを構築し、日本の外科手
術を維持するとともに、プロダクトとして
世界導出基盤整備完了することを目的とする。

【事業内容】
次世代医療機器連携拠点整備等事業

【目的】
「がんの診断・治療・緩和におけるアウト
カム向上に帰する医療機器創出」を目標に、
医療機器開発企業の人材育成、医療従事
者とのマッチング、試作品評価、薬事相談
など、医療機器産業の振興につながる様々
な支援を行う、魅力あふれる拠点を整備す
ることを目標とする。

【事業内容】
内視鏡外科手術における AI 自動技術評価システムの
開発

【目的】
多施設の腹腔鏡手術動画を用いて、人工知能による要
素技術を導入することにより、客観的な評価指標の構
築を目指す。評価者の負担を軽減する技術評価システ
ムを構築することにより、これまで問題視されていた
評価者の主観性や外科医不足への課題に対する解決を
図る。また、客観的な技術評価によるフィードバック
により、外科医の技能向上や指導医育成を目指す。
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